






















第 1 308 号
昭和 42 年 12 月 22 日
学位規則第 5 条第 2 項該当
担癌生体における血竣蛋白の腫蕩組織へのとりこみについ
















実験動物は体重 100-130g の Splangue-Da w ley 系ラットに Walker 癌肉腫を移植後約 1 週を経
過したものを使用した口血築蛋自に Pressman 法にしたがって 11 31 を標識し，その放射性蛋白溶液
を 1 x 106cpm 担癌ラットに静脈注射し， 24時間にへパリン加リンゲ、jレ液で、准流した臓器 19 あたり
の放射活性を well type scinti1ation counter によって測定した。
1) ラットのアノレブミン， rーグロプリン，フイプリノーゲンでは，フイプリノーゲンが腫療に特異
的に高度の localization を示したが，正常臓器では 3 分画の蛋白の聞に著しい差がみられなかった。
つぎに， メノレカプトアノレブミン(ウシ)， グリコプロティン(ウシ)， αーグロプリン) 日ーリポプロテ
ィン(ヒト)，フイブリノーゲン(ウシ)，マクログロプリン(ヒト)についても同様の方法で laca-
lization を検討したが，ウシのフイブリノーゲンのみはラットのそれと同程度に腫湯および正常各臓






2) そ乙で，ゥ、ン，フイプリノーゲンの plasmin fragment，アゾフイプリノーゲン， トリニトロ
スノレフォニー Jレフイプリノーゲン，アセチ Jレフイブリノーゲン，および bisdiazotized benzidine 法
によって polymerize したフイプリノーゲン等の凝固活性を失活ないし、減弱させたブイプリノーゲン
を用いて localization を検討したが，腫療を含めた各臓器に localize する放射活性は低下した口











7) pS1 7 イブリノーゲン注射後24時間固まで継時的に腫場組織を摘出し，全組織中および組織ホ
モジネートの遠心分画への放射活性の分布を調べると，全組織中の放射活性は注射後 6 時間で最高値





9) p31 ・プロトロンピンの腫場組織への localization を同様な方法で検討したが他臓器に比較し
て高度の localization がみられた。
〔総括〕









本研究は，各種の 11 31 標識血祭蛋白中，フイプリノーゲンの腫療への localization が特に高度で
あることを明らかにするとともに，その原因が腫蕩間質へのフイプリンとしての蓄積によるものであ
ることを凝固系因子の検討から証明しており，その結果は，腫湯発育増殖の解明，腫療の診断治療に
寄与するところあるものと認められる。
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